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０
０
㍉
、
で
も
作
ろ
う
と
思

え
ば
そ
れ
以
上
太
い
の
も
作

れ
る
」
、
「
１
日
何
個
作
っ

て
る
の
？
」
→
「
自
社
で
作

っ
て
は
い
な
い
が
、
仕
入
先

と
な
る
会
社
の
工
場
で
は
Ｍ

３
の
１
種
類
だ
け
で
も
１
日

約
１
万
個
作
っ
て
い
る
」
、

「
何
故
ね
じ
を
売
っ
て
い
る

の
？
」
→
「
世
の
中
に
必
要

と
さ
れ
無
く
て
は
な
ら
な
い

か
ら
」
―
と
や
り
取
り
が
あ

っ
た
。

終
了
後
に
篠
﨑
隆
広
常
務

は
「
以
前
事
業
所
に
見
学
に

な
っ
た
。

授
業
の
最
後
に
篠
﨑
社
長

や
渥
美
専
務
ら
と
児
童
達
の

質
疑
応
答
と
し
て
、
「
時
計

に
は
ど
ん
な
ね
じ
が
使
わ
れ

て
い
る
の
？
」
→
「
寸
法
と

し
て
腕
時
計
な
ら
約
Φ
１

㍉
、
柱
時
計
な
ら
Φ
数
ミ
リ

～
Φ
１０
㍉
」
、
「
一
番
長
い

ね
じ
は
？
」
→
「
規
格
と
し

て
大
量
に
生
産
・
流
通
し
て

い
る
の
は
長
さ
２
㍍
で
、
建

築
等
に
使
用
さ
れ
て
い

る
」
、
「
一
番
太
い
ね
じ

は
？
」
→
「
規
格
で
は
Φ
３

『
Ｔ
Ｒ
Ｆ
』
」
は
公
園
の
ベ

ン
チ
に
使
用
さ
れ
て
い
る

点
、
日
本
で
最
初
の
ね
じ
＝

鉄
砲
伝
来
、
鉄
以
外
の
材
料

＝
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
―

等
に
つ
い
て
解
説
。
途
中
で

は
乗
用
車
や
旅
客
機
に
使
用

さ
れ
て
い
る
ね
じ
の
本
数
に

つ
い
て
の
ク
イ
ズ
も
あ
っ

た
。続

い
て
各
種
ね
じ
の
サ
ン

プ
ル
を
実
際
に
触
れ
る
よ
う

に
展
示
し
、
締
結
の
原
理
や

様
々
な
ね
じ
が
あ
る
事
を
体

験
型
で
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と

ダ
ー
加
工
・
ロ
ー
リ
ン
グ（
転

造
）
加
工
・
熱
処
理
・
め
っ

き
・
検
査
、
世
界
の
ね
じ
＝

規
格
の
違
い
、
大
き
さ
に
つ

い
て
の
規
格
、
自
社
で
販
売

し
て
い
る
「
頭
が
ひ
く
い
＝

『
低
頭
シ
リ
ー
ズ
』
」
や
、

「
と
く
し
ゅ
な
ね
じ
＝
専
用

工
具
で
な
い
と
外
せ
な
い

展示サンプルに注目する児童たち

っ
て
も
ら
っ
て
、
将
来
ね
じ

業
界
に
就
業
し
な
く
と
も
、

官
僚
と
し
て
ね
じ
産
業
の
支

援
や
、
著
名
人
と
な
っ
て
地

位
向
上
―
等
で
後
々
寄
与
し

て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い

る
。

来
る
事
は
あ
っ
た
が
、
こ
ち

ら
か
ら
訪
問
し
て
の
授
業
は

初
。
初
回
と
し
て
は
十
分
な

手
応
え
だ
と
思
う
。
い
つ
も

登
下
校
時
に
気
に
な
っ
て
い

た
子
供
達
も
納
得
し
て
も
ら

え
た
の
で
は
」
、
篠
﨑
社
長

は
「
こ
の
授
業
で
感
心
を
持

㈱
ア
ヅ
マ
ネ
ジ
（
東
京
都
墨
田
区
、
篠
﨑
晴
己
社
長
）
は
１２
月
１２

１０
日
、
本
社
隣
の
墨

田
区
立
二
葉
小
学
校
で
社
会
科
の
授
業
と
し
て
、
ね
じ
の
製
造
や
同
社
に
お
け
る
販

売
、
そ
し
て
用
途
に
つ
い
て
説
明
。
ね
じ
サ
ン
プ
ル
を
触
れ
ら
れ
る
展
示
で
児
童
達
は

楽
し
み
な
が
ら
知
識
を
深
め
た
。

展示したサンプル

篠
﨑
社
長

渥
美
専
務

計量作業を体験

憾
換
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タッチパネル搭載で簡単操作の
デュアロのシステム（川崎重工）

み
で
ね
じ
締
め
で
き
る
こ
と

や
、
ぐ
ら
つ
き
を
抑
え
ら
れ

る
性
能
に
よ
り
若
干
の
位
置

ズ
レ
で
も
適
切
に
締
め
込
む

こ
と
が
可
能
だ
。
各
社
ブ
ー

ス
で
は
「
イ
ン
タ
ト
ル
ク
」

の
こ
う
し
た
「
ね
じ
」
と
し

て
機
能
の
高
さ
も
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
自
動
化
に
高
く
貢
献

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
た
。

ハ
イ
オ
ス
製
品
は
こ
の
ほ

か
三
菱
電
機
㈱
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
の
ブ
ー
ス
で

も
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
搭

載
し
た
技
術
を
紹
介
、
自
動

化
と
の
相
性
の
良
さ
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

可
能
。
ワ
ー
ク
を
横
や
斜
め

に
持
っ
た
ね
じ
締
め
な
ど
、

締
結
時
の
ぐ
ら
つ
き
を
抑
え

ら
れ
る
イ
ン
タ
ト
ル
ク
な
ら

で
は
の
締
結
方
法
で
実
演
を

行
っ
た
。

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
締
結
シ

ス
テ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、

ワ
ー
ク
の
微
妙
な
位
置
ズ
レ

な
ど
に
よ
る
ね
じ
締
め
エ
ラ

ー
を
い
か
に
回
避
で
き
る
か

が
鍵
と
な
る
。
「
イ
ン
タ
ト

ル
ク
」
は
、
ビ
ッ
ト
側
の
ス

ー
パ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ

る「
ガ
イ
ド
＆
ロ
ッ
ク
機
能
」

を
担
う
先
端
部
を
差
し
込
む

穴
を
持
つ
こ
と
で
、
推
力
を

使
わ
ず
に
回
転
方
向
の
力
の

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
角

度
や
速
度
も
自
由
に
設
定
で

き
作
業
時
の
ロ
グ
も
出
力
が

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
の
ね
じ
締
め
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
し
た
。
Ｄ
Ｃ

Ｄ
―
４０
Ｌ
は
電
流
で
ト
ル
ク

ワ
ダ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
製
の
双

腕
型
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
を
活
用
し

た
協
働
ラ
イ
ン
を
提
案
。
こ

の
ひ
と
つ
と
し
て
ハ
イ
オ
ス

の
自
動
機
用
電
流
制
御
電
動

ド
ラ
イ
バ
ー
「
Ｄ
Ｃ
Ｄ
―
４０

Ｌ
」
を
搭
載
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ

と
の
共
同
に
よ
り
、
デ
ュ
ア

ロ
を
使
っ
た
自
動
ね
じ
締
め

シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
デ
ュ
ア
ロ
に

直
感
的
に
操
作
で
き
る
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
を
搭
載
。
ワ
ー
ク

や
ね
じ
を
締
め
込
む
箇
所
、

ま
た
順
番
を
指
先
で
タ
ッ
チ

す
る
だ
け
で
簡
単
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
操
作
で
き
る
。
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
は
中
小
企
業
向
け
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
㈱
日
新
シ

ス
テ
ム
ズ
（
京
都
市
）
が
開

発
。
固
定
動
作
し
か
し
な
い

ロ
ボ
ッ
ト
は
複
数
機
体
を
導

入
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ユ

ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

を
誰
で
も
簡
単
に
操
作
で
き

る
よ
う
に
し
て
、
様
々
な
動

作
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
ラ

イ
ン
へ
の
組
み
換
え
を
簡
単

に
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
体
数

を
抑
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
と
い
う
。

Ｔ
Ｈ
Ｋ
㈱
ブ
ー
ス
で
は
カ

（
デ
ュ
ア
ロ
）
」
で
、
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
で
簡
単
に
操
作
で

き
る
自
動
ね
じ
締
め
シ
ス
テ

ム
を
紹
介
。
デ
ュ
ア
ロ
は
人

と
同
じ
２
本
の
腕
を
持
ち
、

人
一
人
と
同
じ
省
ス
ペ
ー
ス

で
の
作
業
が
可
能
。
単
純
な

量
産
ラ
イ
ン
作
業
だ
け
で
は

な
く
、
ワ
ー
ク
が
変
わ
っ
て

も
対
応
で
き
る
汎
用
性
の
高

さ
も
特
長
だ
。
ハ
イ
オ
ス
は

ロ
ボ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
東
京
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
㈱
（
東
京
都
千
代
田
区
）

川
崎
重
工
㈱
ブ
ー
ス
で

は
、
「
熟
練
工
」
（
Ｂ
Ｌ
Ｇ

―
Ｂ
Ｃ
２
）
ド
ラ
イ
バ
ー
を

搭
載
し
た
人
共
存
型
双
腕
ス

カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
「
ｄ
ｕ
Ａｒｏ

ＮＥＸＴＡＧＥのシステムによる横締め（ＴＨＫ）

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら

㈱
ハ
イ
オ
ス
（
東
京
都
墨
田
区
、
戸
津
勝
行
社
長
）
は
、
「
２
０
１
９
国
際

ロ
ボ
ッ
ト
展
」
（
昨
年
１２
月
１２

１８
日
～

１２

１８

２１
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
の
ロ
ボ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
各
社
の
ブ
ー
ス
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
自
動
ね
じ
締
め
シ
ス

テ
ム
の
技
術
を
紹
介
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
各
種
と
特
殊
リ
セ
ス
ね
じ
「
イ
ン
タ

ト
ル
ク
」
を
組
み
合
わ
せ
た
締
結
シ
ス
テ
ム
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
化
と

の
親
和
性
の
高
さ
を
実
演
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
組
立
に
最

適
で
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
支
持
を

受
け
て
い
る
超
極
低
頭
フ
ァ

ス
ナ
ー
「
ス
リ
ム
ヘ
ッ
ド
・

ス
ク
リ
ュ
ー
」
を
中
心
に
紹

介
。
ス
リ
ム
ヘ
ッ
ド
・
ス
ク

リ
ュ
ー
は
、
従
来
の
低
頭
キ

ャ
ッ
プ
ス
ク
リ
ュ
ー
よ
り
も

さ
ら
に
頭
部
高
さ
を
低
く
し

た
フ
ァ
ス
ナ
ー
。
頭
部
の
高

さ
を
抑
え
る
こ
と
で
、
干
渉

の
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
設
計
を

実
現
で
き
る
。
ア
ル
ミ
製
は

鉄
製
・
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
比

べ
て
重
量
を
３
分
の
１
の
軽

さ
に
抑
え
て
お
り
軽
量
化
に

も
最
適
な
製
品
。

ロ
ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
を

試
作
で
組
み
立
て
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
や
大
学
研
究

室
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
最

適
な
使
い
勝
手
の
良
い
サ
イ

ズ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
ア
ソ

ー
ト
メ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
も

紹
介
し
た
。

ィ
ー
ダ
ー
Ｎ
Ｊ
Ｎ
Ｄ
２
０

０
、
ス
マ
ー
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー

Ｎ
Ｊ
Ｎ
Ｄ
３
０
０
シ
リ
ー
ズ

を
紹
介
。

Ｎ
Ｊ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
は
、
独

自
の
ド
ラ
ム
搬
送
機
構
に
よ

り
、
規
格
ね
じ
の
ほ
か
、
座

金
組
込
み
ね
じ
や
薄
頭
ね

じ
、
そ
の
他
圧
造
部
品
と
い

っ
た
多
彩
な
形
状
部
品
に
対

応
で
き
る
ほ
か
、
シ
ン
プ
ル

な
設
計
で
一
般
的
な
ボ
ー
ル

型
の
パ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ダ
と
比

較
し
て
省
ス
ペ
ー
ス
で
低
コ

ス
ト
を
特
長
に
し
た
機
種
を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｊ
Ｎ
―
Ｄ
Ｓ
２
０
０
Ｆ

は
Ｍ
３
×
３
の
ホ
ー
ロ
ー
セ

ッ
ト
に
対
応
。
六
角
穴
側
を

上
部
に
整
列
さ
せ
て
供
給
す

る
こ
と
が
可
能
。
こ
の
ほ
か

精
密
圧
造
部
品
の
各
種
を
紹

介
し
た
。

㈱
サ
イ
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
神
奈
川
県
）
＝
ロ
ボ

技
術
を
担
う
企
業
各
社
が
出

展
。
フ
ァ
ス
ナ
ー
企
業
も
前

述
の
㈱
ハ
イ
オ
ス（
東
京
都
）

の
ほ
か
、
下
記
の
企
業
な
ど

が
出
展
し
た
。

甲
府
精
鋲
㈱
（
山
梨
県
）

＝
ね
じ
供
給
機
（
パ
ー
ツ
フ

ィ
ー
ダ
ー
）
の
マ
イ
ク
ロ
ネ

ジ
ー
ナ
Ｎ
Ｊ
Ｎ
Ｄ
０
５
２
、

マ
イ
ク
ロ
ネ
ジ
ー
ナ
Ｎ
Ｊ
Ｎ

Ｄ
１
０
０
や
、
ス
マ
ー
ト
フ

前
回
の
２
０
１
７
年
を
上

回
る
６
３
７
社
・
団
体
（
前

回
６
１
２
）
、
３
０
６
０
小

間
（
同
２
７
７
５
）
の
過
去

最
大
規
模
で
の
開
催
。
世
界

的
に
景
気
が
落
ち
込
む
中

で
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
今
後
の
日

本
の
製
造
業
の
未
来
を
担
う

キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
言
え
る
産

業
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
周
辺

「
２
０
１
９
国
際
ロ
ボ
ッ

ト
展
」
が
昨
年
１２
月
１２

１８
日
か

ら
２１
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
。
２
年
に

一
度
開
催
す
る
世
界
最
大
規

模
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
シ

ョ
ー
で
今
回
「
ロ
ボ
ッ
ト
が

つ
な
ぐ
人
に
優
し
い
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
。
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
を
支
え
る
フ
ァ
ス
ナ

ー
技
術
も
紹
介
さ
れ
た
。

授
業
で
は
同
社
渥
美
誠
専

務
と
営
業
部
営
業
一
課
清
水

塁
課
長
が
壇
上
に
立
ち
「
ね

じ
の
お
話
」
と
題
し
、
材
料

（
鉄
鋼
の
作
り
方
）
、
ヘ
ッ

興
味
を
持
っ
て
い
る
為
。
ま

た
製
造
業
が
盛
ん
な
区
な
の

で
『
も
の
づ
く
り
』
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
の
で
」
と
し

て
企
画
し
、
３
学
年
全
員
の

約
１
２
０
名
が
受
講
し
た
。

今
回
の
授
業
は
「
工
場
で

働
く
人
と
仕
事
」
を
テ
ー
マ

に
社
会
科
担
当
の
星
野
彩
充

先
生
が
「
事
業
所
敷
地
内
に

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
置
か

れ
、
登
下
校
時
に
子
供
達
が

サイマコーポレーションの
スリムヘッド・スクリュー

甲府精鋲のＮＪＮ―ＤＳ２００Ｆ

ねじ締め、ロボットで魅せねじ締め、ロボットで魅せるる
自
動
化
と
の
相
性
高
く

ハ イ オ ス

ド
ラ
イ
バ
と
イ
ン
タ
ト
ル
ク
で

国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展

体験学習も
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アヅマネジ

地元小学校でねじの授業


